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空間反転対称性が欠如したパリティ混合超伝導体 Li2T3B (T: Pd, Pt)の乱れ効果の研究 







欠如した同じ結晶構造をもつ Li2Pd3B と Li2Pt3B は，過去の報告からパリティ混合超伝導体であることが強く
示唆されている。特に，Li2Pd3B は s 波が支配的な超伝導，Li2Pt3B は p 波が支配的な超伝導であり，パリテ
ィ混合超伝導を研究するために適した物質である。 
 本研究では，試料合成から超伝導特性測定までの実験研究を行った。試料合成では自ら，Pd(または Pt)と B
の合金と Li を用いてモノアーク炉で多結晶を合成した。種々の条件のため合成が困難なこれらの物質を，独
自の工夫を用いて合成した。B を Al 置換することも試みている。この系では試料内の不純物または乱れの寄
与があり，超伝導転移温度も試料依存性を持つ。そのため，電気抵抗の残留抵抗から試料毎の平均自由行程
を評価した。また，電気抵抗により超伝導転移温度 Tcと上部臨界磁場 Hc2を測定した。Li2Pd3B では乱れによ
り Tc の抑制はわずかであるが Hc2は上昇するという s 波超伝導の特徴が見られ，Li2Pt3B では Tcと Hc2がとも
に乱れで抑制されるという非 s 波超伝導の特徴が見られるという対照的な結果を得た。さらに，Li2Pt3B の Tc
抑制はこれまで知られている非 s 波超伝導体に比べ，かなり鈍い抑制であること，単純な s 波と p 波のパリ
ティ混合のモデルで期待される抑制現象では説明できないことを明らかにした。パリティ混合超伝導状態で








定までの実験研究を行った。試料合成では自ら，Pd（または Pt）と B の合金と Li を用いてモノアーク炉で
多結晶を合成した。B を Al 置換することも試みている。質の異なる試料を合成し，電気抵抗の残留抵抗から
試料毎の平均自由行程を評価した。また，電気抵抗により超伝導転移温度 Tcと上部臨界磁場 Hc2 を測定した。
Li2Pd3B では乱れにより Tcの抑制はわずかであるが Hc2 は上昇するという s 波超伝導の特徴が見られ，Li2Pt3B
では Tcと Hc2がともに乱れで抑制されるという非 s 波超伝導の特徴が見られるという対照的な結果を得てい
る。考察においては，Li2Pt3B の Tc抑制はこれまで知られている非 s 波超伝導体に比べてかなり鈍い抑制で
あること，単純な s 波と p 波のパリティ混合のモデルで期待される抑制現象では説明できないことなども指
摘している。強い反対称スピン軌道相互作用がはたらく非 s 波支配的パリティ混合超伝導状態では，乱れの
影響を抑制する機構が存在する可能性を指摘している。 
 これらは空間反転対称性の欠如したパリティ混合超伝導体の研究において重要な貢献となる成果と言える。
試料合成から物性測定まで，本人の寄与も十分に認められ，博士学位に値すると認める。  
